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本実証講座について
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本演習では、経営課題を抱えるモデル企業（かりゆし水産）の経営úƭ、ＩＴúƭを
策定し「経営ëŸ企画ę（ƌ要）」及び「ITëŸ企画ę（ƌ要）」を作成していきます。
参加者の皆さんには、ツールや技法を使用して策定していくプロセスを疑似体験して
いただき、ＩＴ経営を実感していただければ幸いです。
一部演習で実際にツールや手法を用いる場面もありますので、モデル企業の経営者に
なった気持ちで取り組んで下さい。

9ケーススタディ（課題）に取り組s、事Ōを体験、ＩＴ経営を実ĩ:

Ｎｏ． 項 目 実施日
0 オリエンテーション 11/13（Æ）
１ 経営環境情報収集・分析 11/13（Æ）
２ あるべき姿の構築 11/13（Æ）
３ 経営úƭ策定 2 経営úƭ企画書（Ƽ要）の作成 11/13（Æ）
４ ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画 12/4（Æ）
５ ＩＴúƭ策定2 ＩＴúƭ企画書（Ƽ要）の作成 12/4（Æ）

実証講座 課題一覧
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課題NO. 課題名 備 考
課題1 社Äのĵい 事前課題
課題2 現状（As-Is）事業ドメイン分析 ｸ*("ﾌﾟ演習＆発表
課題3 業界特性分析 説明課題
課題4 経営環境分析（SWOT分析） ｸ*("ﾌﾟ演習＆発表
課題5 あるべき姿（To-Be）事業ドメイン分析 説明課題
課題6 重要成功要因（CSF）の抽出 説明課題
課題7 重要成功要因（CSF）の優先順位付け ｸ*("ﾌﾟ演習＆発表
課題8 あるべき姿のビジネスモデル 説明課題
課題9 重要成功要因（CSF）アクションプランâĢ 説明課題
課題10 経営úƭ企画書（Ƽ要） 作成 説明課題
課題11 ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画 ｸ*("ﾌﾟ演習＆発表
課題12 ＩＴ成ƿèƌ価 ｸ*("ﾌﾟ演習＆発表
課題13 ＩＴ経営アクションプランâĢ 説明課題
課題14 ＩＴúƭ企画書（Ƽ要） 作成 説明課題
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４．ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画

4

かりゆし水産では、æ後の経営úƭとして位Ň付けたCSF（重要成功
要因）を実現してÅくうえで、「ＡＩ・ＩｏＴを活用した生産向上」
も検討したいと考えています。

かりゆし水産の「ＡＩ・ＩｏＴを活用した生産向上」新サービスの
企画をÅい、ビジネスモデルとしてまとめてください。

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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■ビジネスモデルとは

事業で収益を上げるための仕組み。事業として何を¼ない、
ター�ットはƑで、どのようにしてû益を上げるのか、という
「儲け」を生み出すための具体的なシステムのこと。

何を2

Ƒに2

û益は2

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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■ビジネスモデルキャンバスとは
ビジネスモデルキャンバスとは、ビジネスモデルを9つの要素に分類し、
それぞれが相互にどのように関わっているのかを図示したものです。
ビジネスモデルキャンバスのメリットは、A4用紙1枚で視覚的にビジネス
モデルを把握できることです。

ＣＲ
（顧客との関係）

ＣＨ
（チャネル）

ＣＳ
（顧客セグメント）

ＲＳ
（収益のřれ）

ＶＰ
（提供価値）

ＫＡ
（キー
アクティビティ）

ＫＲ
（キーリソース）

ＫＰ（キーパートナー）

ＣＳ
（コスト構造）

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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・顧客セグメント（Customer Segment）

Ë社が価値を提供して、Ö価を得るÖŧを検討します。»ƨ、œ業、ÔŲ、収入
など、様々な属性を組み合わせて、最適な顧客層を定義することが重要です。

・顧客との関係（Customer Relationships）

顧客とどんな関係性をもつのかも重要な要素です。
直接体験して接客するのか、セルフサービスなのか。
継続的な関係なのか、一è`つの関係なのかを検討します。

・チャネル（Channels）
チャネルは、顧客にビジネスの価値を提供する経ņ、またはその価値を宣伝する
経űのことをĖいます。
小売店で売るのか、オンライン上のサービスなのかを検討します。

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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・収益のĳれ（Revenue Streams）
顧客へ商品やサービスを届けた後は、それをどう収益につなげるかを確認します。
モ£を売る場合は商品にÖしてÖ価を支ƍうřれになりますが、サービスの場合、
ÌĿ使用Łのような形şをとることもあります。また、ユーザーには無Łでサー
ビスを提供し、広告収入を得る方法も考えらます。

・提供価値（Value Propositions）
そのビジネスプランが「顧客に対してどのような価値を与えるのか」は、その
事業のřī価値といってもよいでしxう。顧客の生活をŶûにするのか、ƅ楽を
与えるのか、もしくはコストの削減などに寄与するのか、新たな可能性を提供す
るのか。顧客のニー�やƁĎをŞĶさせる要素をÅ¹します。
「安く買える」「時間が節約できる」「楽しい時間が過ごせる」といった有形・
無形のメリットが価値に含まれます。

・コスト構造（Cost Structure）
リソースを確ïしたり、外部委託をÅったりするには、一定のコストがかかりま
す。材Łŉ・人件ŉ・販売ƫ進ŉなどのあらゆるŉ用をĚ上します。そして、
コストと収益を比較し、û益を上げられる体ŀになっていることを確認すること
で、ビジネスモデルが実ÅŖķであるとġŔiけることができます。

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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・キーアクティビティ（Key Activities）
そのビジネスモデル実現のために、会社が取り組まなければならない活動のこと
です。「事業内ĳ」と考えていいでしょう。販売をÅうのか、製造をÅうのか
ネットサービスのı営をÅうのか等を検討します。

・キーリソース（Key Resources）
ビジネスモデル実現のために必要な資源です。経営における資源は4つ、ヒト、
モ£、カネ、情報です。どんなƐ業éがいるのか、Ăみとなるü材Łがあるのか、
資Æ源はどこなのか、特Ɵを持っているのか等を検討します。

・キーパートナー（Key Partners）

1つのビジネスの全てのプロセスを自社のsで¼う事は³Ĭ難しいことです。
そのため、ビジネスモデル実現のためにはパートナーが必要となります。
販売を代替してくれる小売店なのか、製造を委託する製造業なのか、資源を提供
してくれるサプライヤーなのか等を検討します。

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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■事ŌƊŎ（１）

ＣＲ
（顧客との関係）

ＣＨ
（チャネル）

ＣＳ
（顧客セグメント）

ＲＳ
（収益のřれ）

ＶＰ
（提供価値）

ＫＡ
（キー
アクティビティ）

ＫＲ
（キーリソース）

ＫＰ
（キーパートナー）

ＣＳ
（コスト構造）

カミソリを研ぐ
Ä間をÿく

成人男子

継続使用

小売店

カミソリ本体の購入
頻繁な替刃の交換

マーケティング、製造、
ĳ通、O;J

マーケティング
O;J、ĳ通

ブランド
特許

メーカー小売店

ジ¯ット（替刃カミソリ）の事Ō

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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■事ŌƊŎ（２）

ＣＲ
（顧客との関係）

ＣＨ
（チャネル）

ＣＳ
（顧客セグメント）

ＲＳ
（収益のřれ）

ＶＰ
（提供価値）

ＫＡ
（キー
アクティビティ）

ＫＲ
（キーリソース）

ＫＰ
（キーパートナー）

ＣＳ
（コスト構造）

Ç性能自ĮĆ
盗難防止
Śŵľâ

購入費用削減

自ĮĆ通勤者毎月、オンライン
による情報提供

自ĮĆō売店
インターネット

自ĮĆ本体ō売
毎月のサービスû用ğ収入
アプリō売Äöğ

プラットフォーム維持コスト
人的コスト
購入費用補助コスト

プラットフォーム保守
パートナーľâ

顧客ľâ

プラットフォーム
分析データベース

部品メーカー
自ĮĆō売店

警察
ŉŜé関
自治体

ＷＥＢサービス会社

ＩｏＴを活用した自ĮĆ盗難防止サービスの事Ō

サイクリスト

課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画
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【ワークシート】
課題１１1ＡＩ・ＩｏＴ活用ビジネスモデル企画

ＣＲ（顧客との関係）

ＣＨ（チャネル）

ＣＳ（顧客セグメント）

ＩＴ化が遅れており独自で
ＡＩ・ＩｏＴ導入ができない
県内の中小規模の
水産加工業者

ＲＳ（収益の流れ）

ＶＰ（提供価値）ＫＡ（キーアクティビティ）

ＫＲ（キーリソース）

ＫＰ（キーパートナー）

ＣＳ（コスト構造）

サービス名：
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５．ＩＴëŸ策定
ＩＴëŸ企画ę（ƌ要）の作成

14

効果的なＩＴ投資には身の丈にあっていることも重要です。 「ＩＴ成ƏÚモデル」
を活用し¼社のＩＴ化のレベルをチ�ックします。ūŢãのあるＩＴ活用をするに
は、中小企業でも「成ƏÚ¯ベル３」が必要とされています。「成ƿèレベル」を
アップし身の丈:ＩＴ活用の実ãをあげていくĚ画をâてます。

レベ
ル ＩＴ活用Ö IT人ŪÖ IT企業ĝ化Ö ＩＴインフラÖ

０ ƙベースの情報ď用 ＩＴĨƉなし 文書化されていない仕事
の手順 ＩＴインフラなし

１ 個人レベルで過去の電子
情報ď用 個人ベースのＩＴĨƉ 部分的に文書化された

仕事の手順
ネットワーク接続されて
いない単独パソコン

２ 部分的（部門内）に共有
された過去の電子情報ď用

ＩＴ兼務者によるＩＴ
インフラŨñとＩＴĨƉ
普及

文書化された仕事の手順 社内で統合化されていな
いネットワーク

３
全社で統合され、過去＋現
在の状ƂがÐえる電子情報
ď用

ＩＴ推進キーマンによる
ＩＴインフラŨñとＩＴ
活用支援

文書化され、守られてい
る仕事の手順 社内統合ネットワーク

４
企業間の情報共有が実現し、
現在とƒćがÐえる電子
情報ď用

ユーザーの視点でIT化
要件の定義ができるＩＴ
経営企画人材

ŷ外をźめ文書化され、
守られ、継続的な改善が
Åわれている仕事の手順

社内外イントラネット

５ 企業間で最適化された電子
情報ď用

ÓèのIT活用ビジネスモ
デルâĢができるＩＴ経
営企画人材

バーチャルカンパニーと
して統合化され、最適化
された仕事の手順

企業間ネットワーク

課題１２1ＩＴ成ƏÚŠ価
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ITŁĻÖ
IT成ƏÚ¯ベル

０ １ ２ ３ ４ ５

IT活用Ö

IT人ŪÖ

IT企業ĝ化Ö

ITインフラÖ

（記載方法） @1現ī → <11´後 → =1２´後

【ワークシート】課題１２1ＩＴ成ƏÚŠ価
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IoT活用ビジネスを実現するために、「いつまでに」、「何をやるか」具体的なアクション
プランを策定します。「もれ」が無いようにいくつかの視点を用い表形式でアクション項
目を抽出し、ガントチャートなどで「Åえる化」するといいでしょう。

「もれ」が無いように、
必要な視点をƷǀする。

ガントチャートなどでØƎƩにして、
スケジュールのÐえる化を図る。

課題１３1ＩＴ経営アク�«ンプランÕć
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【ワークシート】

課題１３1ＩＴ経営アク�«ンプランÕć

◆1重要成功要因 １´目 ２´目 ３´目

＜全体スケジュール＞

＜ＩＴ化 個別スケジュール＞

＜ガントチャート＞
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当社のＩＴ化の現状

当社の成功要因 社ÄのＩＴ化に関するĵい

ＩＴ経営úƭテーマ

ＩＴ経営アクションプラン

ＩＴ成ƏÚ
現在 １»後 ２»後

ＩＴ活用
ＩＴ人材
ＩＴ企業文化
ITインフラ

ＩＴ成ƿè
現在 １»後 ２»後

ＩＴ活用
ＩＴ人材

ＩＴ企業文化
ＩＴインフラ

課題12/IT成ƿèƌ価

課題D/重要成功要因
（CSF）の優先順位付け

課題D/重要成功要因
（CSF）の優先順位付け

課題12/IT成ƿèƌ価

課題９/ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝâĢ
（重要成功要因ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）

経営ëŸとのĿŕし
課題９/ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝâĢ
（重要成功要因ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）

課題13/ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝâĢ
（IT経営ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）

と「当社のIT化の
現状」より策定

課題13/ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝâĢ
（IT経営ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）

と「IT経営ëŸテーマ」
より策定

課題１４1ＩＴëŸ企画ę（ƌ要） 作成
【ワークシート】
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さいごに

２日間、お疲れ様でした。
÷上で本実証講座はäてĥŹです。

今Ó、ůĊしたČśを活かして
今後の仕事に活用頂ければ幸いです。


